NEC Express 5800シリーズ 
Express 已日 00/i 110Ra-lh 


知っておをたいこと 

本装置を取り扱う上で知っておいていただきたいことがらについて説明します。 

特長 （2 ページ） 

本装置の特長じついて説明します。 

各部の名称と機能 （3 ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

基本的な操作 （8 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および光ディスクドライブ（オプション）などとの 
接続について説明しています。 
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2 特長 


特長 

お買い求めになられた本製品の特長を次じ示します。 


E 3 張性 _ 

• オプションス□、ソト 

PCI 32bit/33MHz を 1 ス□ット（オプション) 
• 最大 2GB の大容量メモリ 
♦ネットワークポートを標準で 3 ポート装備 
• リモートパワーオン機能 


信頼性 

• バスパリティ エラー 検化 
• 温度検巧 
• 異常検巧 

• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 
• 目 IOS パスワード機能 
• 本体遠隔監視機能 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• HDD の前面保守が巧能（電源 OFF 時） 

• ケーブル処理が容易なケーブルクランプ標準装備 
• サーバ管理のメモスペースとなるスライドタグ標準装備 


固 ス ぺ-ス _ 

奧行きをルさくすることにより、ラックの 1 U サイズの 
スペースにラック前面側および背面側にを1台ずつ 
搭載可能。 



国 性能 

• Intel® Pentium® M/Celeron ⑤ M 搭載 
• 高速メモリアクセス 
• 高速ネットワークインタフェース 

(3 つの LAN ポートにつの 1 000BASE-T/1 0 日巨 ASE-TX/ 
1 日目 ASE-T と 1 つの 1 00BASE-TX/10BASE-T) 

• 高速ディスクアクセス 


富な機能搭載 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


m 己診断機能 

• Power On Self-Test(POST) 

• システム診断 (T&D) ユーティリティ 
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A □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

您 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


|0 0< iCDi > 圓因口!因! 


□□□□□□□□ 
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(17) (18) (18) 




(12) (13) (14) (15) 





(1) ケーブルクランプ 

装置に添付のケーブルクランプを装置前面に取り 
付け、 LAN ケーブルを固定する。 

(2) PCI ス□ット 

オプションの PCI ボード実装用ス□、ソト。 

(3) 取り付けネジに本） 

八ードディスクドライブを実装する際、このネジ 
に本）をかず。 

(4) 八ードディスクドライブトレー 

ノ \ー ドディスク ドライブを実装する トレー (最大 
で2台実装可能)。八ードディスクドライブを実装 
する場合は、前面のネジに本）をかし、前面に 
ある八ンドルを持って手前に引き出す卜84ぺ一 
ジ)。 

(日）スライドタグ 

サーバ管理のメモスペースとして使用する。 

(目）八ンドル 

八ードディスクドライブトレーを引き出す際、こ 
の八ンドルを手前に引く（一84ページ)。 

(7) AC インレット 

電源コードを接続するソケット（^25ぺージ)。 

(8) D 旧 K アクセスランプ（前面）（緑色） 

本体内蔵の八ードディスクドライブにアクセスし 
ているときに緑色に点灯する。 

(9) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する（^6ぺージ)。 

(10) POWER スイッチ 

電源を ON/OFF にするスイッチ（一8ページ)。一 
度押すと POWER ランプが点灯し、 ON の状態にな 
る。もう一度押ずと電源を OFF にずる。4秒 J：_i 上 
押し続けると強制的に電源を OFF にする卜49 
ページ)。 

(11) マウスコネクタ 

マウスを接続する（一25ページ)。 


(12) キーボードコネクタ 

丰ーボードを接続する（^25ぺージ)。 

(13) シリアルポートに 0 M ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続ずる 
(^25ぺージ)。接続する装置により、本体の設定 
を変更する必要がある。 

なお、専用回線に直接接続ずることはできませ 
ん。 

(14) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接統ずる（一25ページ)。 

ディスプレイ装置を接続しない場合は、本装置に 
添がの VGA コネクタを接続してください。 

(1 己） USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る（一25ページ)。 

(16) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/1 日 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ（一25ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポ ーH でに」が LAN ポ ー 
卜2を示す。 

(17) UNK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示ずランプ（一7ページ)。 

(18) Speed ランプ（アンパー色/緑色/消な） 

LAN の転送速度を示すランプ（一7ページ)。 

(19) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
100 BASE-TX/10BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕（一25ページ)。 

(20) Speed ランプ（緑色/消な） 

LAN の転送速度を示ずランプ（一7ページ)。 



各部の名称と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


(2) (4) 巧） (7) 

















































4 各部のを称と機能 


装置内部 



(1) DIMM 

(2) ヒートシンク 

(3) 冷却フアン 

括弧数字の後の数字は FAN の番号を示す。 

(4) ライザカードブラケット 

オプションのライザカード （PCI) を取りがけま 
す。 


(己）電源ユニット 

(6) 八ードディスクドライブ 

(7) 八ードディスクドライブトレー 
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マザーポー 


w "0 ここで説明していないジャンパやコネクタなどは未使用です。出荷時のままお 
P 事3 使いください。 



(1) プ□セッヴ （ CPU ) ソケット 

(2) DIMM 

ソケット個の下のソケットから順截こ#1、 #2) 

(3) 電源コネクタ 

(4) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 
(己） S - ATA コネクタ 

括弧数字の後の数字は S-ATA コネクタの番号を示 
す。本装置では(5)-1、 （5)-3 を使用します。 

(5)-2、 （5)-4 は使用しません。 


( 6 ) 


(5)-1 


(5)-2 


(目）リチウムバッテリ 

(7) ライザカード （ PCI ) 用コネクタ（□—プ 
□ファイルのボード専用、 33 MHz /32 bit 
己 VPCI 、 オプション） 










































































6 各部のを称と機能 


ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプけ:） 

本体の電源が ON の間、緑色に点なしています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取りがけられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびじランプは緑色に点灯します。 
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LAN コネクタのランプ 

前面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 


へ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□[ 
鐵 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□! 


日爾瓜圓 UP 因 


□ □□□□□□□い® □感〇\ 



Speed ランプ 


• UNK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときじ緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 

左端および中央の LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポート 
しています。また、ち端の LAN ポートは、100 BASE - TX と 10 BASE - T のみをサポートし 
ています。 

アンパ-色に点なしているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
色に点なしているときは、 100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしてい 
るときは、10巨 ASE - T で動作されていることを示します。 





























8 基本的な操作 


へ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
獄 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

日#^3#圓因因 D 


□ □□□□□□が w ® □感 〇 


ノ〇 0 


目 




□ □ 


ろ □□ 


POWER ランプ 


POWER スイ、ソチ 


「 NEC 」 □ゴを表示している間、本装置は自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 




POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
66ページを参照してください。 


昼本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態じなります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


本装置の電源を ON にずる前に装置前面のモニタコネクタにディスプレイ装置 
または装置に添付の VGA コネクタを接続してください。 


1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 

2. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色 I こ点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
□ゴ」が表示されます。 


Hi 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲すま 
で1 Of 少 m 上の時間をあけてください。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何5かの文字び表示されるまでは電源を 
OFF にしないで < ださい。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリモジュール 、 CPU 
モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中じを種の BIOS 
セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


化荷時の設をでは POST を実行している聞、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（く Tab > 羊一を押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 


M 层 C 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


wO • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ressAnyKey 」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場台もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものでず。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してか5何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けた 
ボードの構成に誤りがあることを示ずメッセージを表示して POST を 
いったん停止することびあります。 

この場台はく F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されます。本体に搭載されて 
いるメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあ 
ります。同様に再起動（リブート）した場含など、画面に表示をするのに約1分程 
の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 









10 基本的な操作 


3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージび画面左下に表示されます。 

Press TAB to show POST screen , F 1 to enter SETUP , 

< F 12> to enter Boot Menu 

使用する環境にあった設をに変更するときじ起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている闇に < F レ羊一を押します。 
設定方まやパラメータの機能については、30ぺージを参照してください。 SETUP を 
終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

日.巨 I 0 S セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

W "0 OS をインストールずるまではパスワードを設定しないでください。 


6. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 


保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Ifaj ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 




12 基本的な操作 


電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS じ添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 


光ディスクドライブ（オプシ 



本装置には光ディスクドライブ （ DVD - ROM ドライブ、 CD - ROM ドライブなど）はありませ 
ん。オプションの外付け光ディスクドライブを使用する場合は、装置前面の US 目コネクタじ 
接続してください。 

光ディスクドライブの取り扱いについては、光ディスクドライブに添付の説明書を参照してく 
ださい。 


フロッピーディスクドライブ（オプション) 


本装置にはフ□、ソピーディスクドライブはありません。オプシヨンの外付けフ□、ソピーディス 
クドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに接続してください。 

フ□、ソピーディスクドライブの取り扱いについては、フ□、ソピーディスクドライブに添付の説 
明書を参照してください。 






